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よって明らかとなっていた（Ishida et al. 
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こと（Ishida et al. 1997, Ishida et al. 
1999）、細胞形態、細胞の挙動、生活環が著




































































の培養株について、18S rDNA の配列を PCR 法
で増幅し、クローニングした後、塩基配列を
決定した。塩基配列決定は、業者委託により


















リスの Thomas Cavalier-Smith 博士、David 
Bass 博士らと共同で Filoreta japonicaとし



















系統群に、 Hajime 株 と P329 株 は L. 
  
amoebiformis 系 統 群 に 、 P314 株 は
Gymnochlora 系統群にそれぞれ所属し、
RCC365 株は独自の新規系統群を形成するこ
とが示された。BC52 株と CCMP242 株について
は、先行研究の結果と同様に、BC52 株は独自
















































た（Ota et al.2007a）。 
 
CCMP622 株： 








































































































L. amoebiformis と P329 株が存在するが、
Hajime 株は、P329 株に特有な細胞集塊を形
成しない点で P329 株とは異なる。Hajime 株
のアメーバ状細胞は L. amoebiformis のアメ
ーバ状細胞と酷似しており，栄養細胞の形態
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